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本
会
で
は
地
域
の
皆
様
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地

域
づ
く
り
の
た
め
、
福
祉
委
員
を
委
嘱
し
地
域
福
祉

を
推
進
し
て
い
ま
す
。
平
成
25
年
度
は
福
祉
委
員
改

選
（
任
期
2
年
間
）
の
年
で
、
各
区
の
行
政
推
進
員

の
推
薦
を
い
た
だ
き
２
５
９
名
の
方
に
お
願
い
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

委
嘱
に
あ
た
り
、
4
月
か
ら
各
地
区
で
委
嘱
式
を

行
い
ま
し
た
。研
修
で
は
福
祉
委
員
の
役
割
や
活
動
、

平
成
23
年
度
か
ら
導
入
し
た
「
見
守
り
カ
ー
ド
」
及

び
「
救
急
医
療
情
報
キ
ッ
ト
」
の
普
及
や
更
新
の
推

進
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。

福
祉
委
員
は
地
域
の
支
援
者
の
一
人
で
す
。
地
区

の
行
政
推
進
員
や
民
生
委
員
児
童
委
員
を
は
じ
め
地

域
の
福
祉
関
係
者
と
の
連
携
を
十
分
に
図
っ
て
い
た

だ
く
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
し
た
。

福
祉
委
員
の

皆
様
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し

ま
す
。

3
月
14
日
（
木
）、
谷
汲
地
区
福
祉
連
絡
会
役
員

会
を
開
催
し
ま
し
た
。
こ
の
会
は
、
住
民
主
体
に
よ

り
谷
汲
地
区
の
み
ん
な
が
支
え
合
い
、
い
つ
ま
で
も

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
「
あ
い
（
愛
、
た
す
け
あ
い
、

さ
さ
え
あ
い
、
ふ
れ
あ
い
、
き
づ
き
あ
い
、
Ｉ
Ｂ
Ｉ

Ｇ
Ａ
Ｗ
Ａ
の
ｉ
）」
で
結
ば
れ
た
福
祉
の
ま
ち
づ
く

り
を
推
進
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
設
立
さ
れ
た
、

行
政
推
進
員
や
、
民
生
委
員
児
童
委
員
、
福
祉
委
員

か
ら
成
る
組
織
で
す
。

今
回
の
役
員
会
で
は
、
助
成
金
の
使
用
方
法
の
確

認
や
、
役
員
の
改
選
に
つ
い
て
、
ま
た
、
総
会
に
つ

い
て
話
し
合
い
が
行
わ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
が
普
段
の
活

動
の
中
で
感
じ
た
活
発
な
意
見
が
で
ま
し
た
。

設
立
し
て
か
ら
約
一
年
が
経
ち
、
ひ
と
り
暮
ら
し

高
齢
者
の
見
守
り
訪
問
を
行
っ
た
、
福
祉
懇
談
会
を

行
っ
た
な
ど
、

住
民
主
体
の
自

主
性
を
伺
う
こ

と
が
で
き
ま
し

た
。
5
月
の
総

会
を
も
っ
て
、

新
役
員
に
交
代

し
ま
す
が
、
谷

汲
地
区
福
祉
連

絡
会
の
更
な
る

発
展
に
期
待
し

た
い
で
す
。

▲

委嘱式の様子

「
谷
汲
地
区
福
祉
連
絡
会
」

集
ま
ろ
ま
い
か

福
祉
委
員
活
動
だ
よ
り

福
祉
委
員
を
委
嘱
し
ま
し
た

▲役員会の様子

 
会
長
就
任

　
　  
の
挨
拶

　
～ 

み
ん
な
の
「
笑
顔
」
が
あ
ふ
れ
る

「
あ
い
」
の
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
し
て 

～

此
の
た
び
4
月
23
日
か
ら
社
会
福
祉
法
人
揖
斐
川
町
社
会

福
祉
協
議
会
の
会
長
の
重
責
を
担
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
「
町
民
の
皆
様
が
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
福

祉
の
ま
ち
づ
く
り
」
を
目
指
す
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、

先
に
策
定
し
て
い
る
揖
斐
川
町
地
域
福
祉
活
動
計
画
に

沿
っ
て
地
域
福
祉
の
着
実
な
推
進
の
た
め
、
計
画
の
実
施

状
況
を
検
証
し
な
が
ら
、
町
民
の
皆
様
に
真
に
必
要
と
感

じ
て
い
た
だ
け
る
社
会
福
祉
協
議
会
と
し
て
存
在
で
き
る

よ
う
、一
層
努
力
す
る
必
要
性
を
強
く
感
じ
て
お
り
ま
す
。

福
祉
に
関
す
る
ニ
ー
ズ
は
、
社
会
や
時
代
の
変
化
と
と

も
に
刻
々
と
変
化
し
て
お
り
ま
す
。
そ
う
し
た
変
化
を
的

確
に
把
握
し
、
住
民
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
よ
う
地
域
ぐ
る

み
で
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
そ
の
た
め
、
誠
に
微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
、
役
員
の

皆
様
と
よ
り
密
接
な
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
一
層
の
努
力

を
い
た
す
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
何
卒
、
本
会
の
運

営
に
、
町
当
局
、
行
政
推
進
員
、
民
生
委
員
児
童
委
員
、

福
祉
委
員
を
は
じ
め
と
す
る
福
祉
関
係
団
体
及
び
関
係
者

等
の
皆
様
の
御
理
解
と
御
協
力
を
謹
ん
で
お
願
い
申
し
あ

げ
、
会
長
就
任
に
あ
た
っ
て
の
御
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

会長
小 森 正 信
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【
習
字
の
部
】 

　
　

応
募
数
９
１
１
点

中
村　

莉
子　
さ
ん　
〈
揖
斐
小
学
校 

三
年
〉

増
田　

結
香　
さ
ん　
〈
揖
斐
小
学
校 

五
年
〉

小
川
菜
々
子　
さ
ん　
〈
揖
斐
小
学
校 

五
年
〉

小
寺　

信
寛　
さ
ん　
〈
揖
斐
小
学
校 

六
年
〉

中
村　

駿
希　
さ
ん　
〈
揖
斐
小
学
校 

六
年
〉

森　
　

七
海　
さ
ん　
〈
大
和
小
学
校 

二
年
〉

森　
　

華
澄　
さ
ん　
〈
大
和
小
学
校 

六
年
〉

宮
下
菜
々
子　
さ
ん　
〈
小
島
小
学
校 

六
年
〉

土
本　

一
花　
さ
ん　
〈
養
基
小
学
校 

一
年
〉

坪
井　

花
凛　
さ
ん　
〈
養
基
小
学
校 

二
年
〉

松
田　

尚
也　
さ
ん　
〈
揖
斐
川
中
学
校 

二
年
〉

内
藤
妃
那
乃　
さ
ん　
〈
揖
斐
川
中
学
校 

二
年
〉

窪
田　

七
海　
さ
ん　
〈
揖
斐
川
中
学
校 

二
年
〉

高
橋　

侑
加　
さ
ん　
〈
北
和
中
学
校 

一
年
〉

揖
斐
川
町
内
の
小
中
学
校
・
高
校
の
児
童
・
生
徒
の
皆
さ
ん
に
、
福
祉
習
字
と
ポ
ス
タ
ー
を
募

集
し
、
た
く
さ
ん
の
応
募
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
作
品
は
「
い
び
が
わ
健
康
福
祉
フ
ェ
ア

２
０
１
３
」
の
会
場
（
5
月
19
日
（
日
）
揖
斐
川
町
中
央
公
民
館
）
で
展
示
い
た
し
ま
し
た
。

入
賞
さ
れ
た
皆
さ
ん
の
作
品
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

石
原
奈
菜
世　
さ
ん　
〈
北
和
中
学
校 

三
年
〉

山
本
真
比
留　
さ
ん　
〈
谷
汲
中
学
校 

二
年
〉

河
田　

凌
汰　
さ
ん　
〈
揖
斐
特
別
支
援
学
校 

小
四
年
〉

髙
岡　

佑
哉　
さ
ん　
〈
揖
斐
特
別
支
援
学
校 

中
二
年
〉

林　

す
み
れ　
さ
ん　
〈
西
濃
学
園
中
学
校 

二
年
〉

後
藤
良
太
郎　
さ
ん　
〈
西
濃
学
園
高
等
学
校 

一
年
〉

【
ポ
ス
タ
ー
の
部
】

 　
　

応
募
数
50
点

中
西　

悠
月　
さ
ん
〈
大
和
小
学
校 

一
年
〉

村
木　

凰
峨　
さ
ん
〈
大
和
小
学
校 

一
年
〉

谷
口　

琴
音　
さ
ん
〈
小
島
小
学
校 

二
年
〉

松
井　
　

鈴　
さ
ん
〈
谷
汲
小
学
校 

五
年
〉

野
口　

育
美　
さ
ん
〈
北
和
中
学
校 

一
年
〉

　

※
学
校
名
は
、
平
成
25
年
3
月
31
日
現
在
で
す
。

入
賞
者
発
表
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社
会
福
祉
協
議
会
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
必

要
�
�
�
�
�
方
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
���
�
�
�
�
�

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト

　

揖
斐
川
町
内
の
中
学
生
及
び
高
校
生
を
対
象
に
、
福

祉
意
識
の
向
上
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
へ
の
き
っ
か
け

づ
く
り
を
目
的
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
ク
ー
ル
を
開
催
し

ま
す
。

　

夏
休
み
の
期
間
を
利
用
し
て
、
町
内
の
福
祉
施
設
等

で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

【
期　

間
】　

平
成
25
年
７
月
22
日
（
月
）
〜

　
　
　
　
　

平
成
25
年
８
月
23
日（
金
）（
土
日
は
除
く
）

【
場　

所
】　

町
内
の
福
祉
施
設
等

【
対
象
者
】　

町
内
に
在
住
、
又
は
在
学
の
中
学
生
及
び

　
　
　
　
　

高
校
生
１
０
０
名
程
度

【
内　

容
】　

施
設
体
験
、
各
施
設
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
　
　
　
　

体
験

　
　
　
　
　

１
人　

２
日
ま
た
は
３
日
間

【
参
加
費
】　

無
料
（
活
動
先
ま
で
の
交
通
費
は
自
己
負

　
　
　
　
　

担
で
す
）

【
申　

込
】　

平
成
25
年
６
月
28
日
（
金
）
ま
で
に
、
各

　
　
　
　
　

学
校
に
申
込
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い

　
　
　
　
　
（
先
着
順
・
申
込
期
日
厳
守
）。

　
　
　
　
　

な
お
、
詳
細
及
び
申
込
書
は
、
各
学
校
か

　
　
　
　
　

ら
配
布
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

中
学
生
・
高
校
生
集
ま
れ
！

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
��

参
加
�
�
�
�
�

　

母
子
父
子
家
庭
等
の
子
育
て
を
支
援
す
る
た
め
、

地
域
の
皆
様
の
協
力
を
得
て
宿
題
の
応
援
や
楽
し
い

講
座
を
開
催
し
ま
す
。
詳
細
は
社
会
福
祉
協
議
会
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
日　

時
】

　

平
成
25
年
８
月
５
日
（
月
）
〜
８
月
７
日
（
水
）

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

【
場　

所
】
福
祉
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー

【
対
象
者
】

　

町
内
在
住
の
母
子
父
子
家
庭
等
の
小
中
学
生

【
定　

員
】
20
名

【
参
加
費
】
２
０
０
円

【
内　

容
】

絵
画
、
工
作
、
勉
強
、
感
想
文
な
ど
の
夏
休
み
の

宿
題
応
援
。
そ
の
他
、
工
作
教
室
な
ど
。

【
申　

込
】

申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
社
会
福
祉

協
議
会
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
書
は
社
会
福
祉
協
議
会
及
び
各
学
校
に
あ
り

ま
す
。

【
申
込
期
間
】

　

平
成
25
年
６
月
10
日
（
月
）
〜
７
月
12
日
（
金
）

　

但
し
、
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

�
夏
休
�
宿
題
応
援
�
�
�
�
�
�
�
案
内

�
共
同
募
金
配
分
金
事
業
�

　
「
自
分
で
食
べ
物
を
す
く
っ
て
食
べ
た
い
」、「
使

い
慣
れ
た
ス
プ
ー
ン
や
フ
ォ
ー
ク
を
使
っ
て
美
味

し
く
食
べ
た
い
」
と
、
食
べ
る
楽
し
み
、
喜
び
が

も
て
る
自
助
具
を
紹
介
し
ま
す
。

◆
ス
プ
ー
ン
、
フ
ォ
ー

ク
が
曲
げ
ら
れ
る
。

◆
使
い
慣
れ
た
ス
プ
ー

ン
、
フ
ォ
ー
ク
に
ゴ

ム
の
ス
ポ
ン
ジ
を
つ

け
、柄
が
長
く
な
り
、

握
り
や
す
く
食
べ
や

す
い
。

◆
く
る
く
る
グ
リ
ッ
プ

は
、
ら
せ
ん
状
の
た

め
、
従
来
の
グ
リ
ッ

プ
に
く
ら
べ
着
脱
が

し
や
す
く
、
様
々
な

太
さ
の
形
状
の
柄
に

取
り
付
け
る
こ
と
が

で
き
る
。

介
護
マ
メ
知
識

〜
自
助
具
の
紹
介
〜
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正解者の中から抽選で5名様に、図書カードをプレゼントします。

●応募要項
ハガキに答え・住所・氏名・年齢をご記入の上、下記までご応
募ください。また、社会福祉協議会に対するご意見、ご希望も
あわせてお寄せください。

●応 募 先
　〒 501-0603　揖斐川町上南方 193番地
　　揖斐川町社会福祉協議会　地域福祉係
●応募期間
　平成25年5月27日（月）～平成25年6月10日（月）必着
　※発表は、図書カードの発送をもってかえさせていただきます。
　※先月号の答えは・・・『いちごがり』

認知症予防等のための「脳のトレーニング」クイズです。

～なぞなぞ～
何と読むでしょう？

　「高齢者向け料理レシピ」が簡単そうで、とてもよいと思いました。
これからも体に良い食事のレシピを心待ちにしております。 　　

　　　　　　　　　　　　　　　　（40代　女性）

脳トレから寄せられた住民の声

高齢者向け料理レシピ ～生活習慣予防に良い食事を紹介します～
◎豚しゃぶしゃぶ肉のしょうが焼き（カロリー 348kcl、塩分 1.8g）

① Aは混ぜ合わせ、豚肉を広げて浸し、約15分おく。
②フライパンにサラダ油の半量を熱し、中火でししとう
としめじをいためる。しんなりとしたら塩とこしょう
をふり、皿にもる。
③残りのサラダ油を熱し、豚肉を汁けを軽くきって重な
らないように入れ、両面を焼く。
　焼き色が付いたら①の残ったたれをまわし入れ、フラ
イパンを揺すりながら強火で照りを出す。
④豚肉を②の皿に盛り合わせる。

★レシピのポイント★
　しゃぶしゃぶ用の肉は、箸
で切れるほど柔らかいで
す！お肉でたんぱく質を摂
りましょう！

材　料 分量（２人分）

豚 ロ ー ス
（しゃぶしゃぶ用） 200g

し し と う 6本

し め じ 類 50g

サ ラ ダ 油 大さじ１

塩・ こ し ょ う 各少々

酒
み り ん
し ょ う ゆ
しょうがのしぼり汁

大さじ２
大さじ１
大さじ１
大さじ１

ああ○

　サロンでとてもお世
話になっております。
血圧測定などして頂
けるのでとても助かり
ます。地区での研修会
まで行われるようにな
り、仕事が多くなって
大変でしょうが、よろ
しくお願い致します。

（70代　女性）

　学校で障がいをもった子供（人たち）はどのようにふだん見えたり、
聞こえたりしているかを自分達も体験しました。いつも思いやりの心
を持って、相手の立場になって考える事の大切さを知りました。身近
なところで「福祉」の意味を改めて感じるきっかけになりました。

（10代　男性）

{Ａ
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平成25年度　社会福祉法人揖斐川町　社会福祉協議会　事業計画・予算　
～みんなの笑顔があふれる「あい」のまちづくり　（たすけあい・ささえあい・ふれあい・きづきあい）～

〈事業計画〉

法人運営事業
・理事会・評議員会
・監査
・地域福祉推進委員会
・職員研修
・自主財源の研究

調査企画広報事業
・広報紙「かけはし」の発行（年６回）
・社会福祉協議会ホームページの充実

地域福祉推進事業
・第二次地域福祉活動計画策定
・地域福祉活動の推進
・福祉委員研修会
・地域サポート事業
・福祉機器貸与
・地域福祉推進助成事業
・いびがわ健康福祉フェア
・相談事業
・第三回社会福祉大会
・制度外サービス事業（生活支援）研究会

ボランティア事業
・災害ボランティアセンター事業
・ボランティア市民活動支援センターの充実
・ボランティアスクール
　（中学生・高校生の福祉体験）
・福祉協力校助成
　（町内の小・中学校・高等学校）

共同募金配分金事業
・給食サービス事業
・バースデイサービス事業
・ふれあいいきいきサロン事業
・赤い羽根文庫事業
・多世代交流事業
・障がい者のつどい事業
・キッズ☆パワー事業
・母子父子家庭等激励事業
　（夏休み宿題応援スクール他）

受託事業
・軽度生活援助事業
・揖斐川町生きがい活動支援通所事業
　（生きがいデイサービス）
・揖斐川町シングルシルバーふれあいの家
　管理・運営事業（谷汲岐礼）
・介護予防普及啓発事業
・地域介護予防活動支援事業
・家族介護者交流事業
・介護予防ケアプラン策定業務
・要介護認定調査
・高齢者住宅「はなもも」管理・運営事業
　（坂内広瀬）

介護保険事業等
・生活支援サービスの研究
・山間地における小規模多機能型等施設研究会
・訪問介護事業サービス研究会
・居宅介護支援事業
　３事業所（揖斐川・谷汲・春日）
・通所介護事業（デイサービス）
　３事業所（谷汲・春日・坂内）
・訪問介護事業（ホームヘルプサービス）
　１事業所（揖斐川）
　※サテライト事業所（春日・坂内）

障がい福祉サービス
・居宅介護・重度訪問介護事業・同行援護
　１事業所（揖斐川）

その他の事業
・日常生活自立支援事業
・生活福祉資金貸付事業
・災害見舞金支給事業
・その他本会の目的達成に必要な事業
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～理事会・評議員会だより～
　第5回社会福祉法人揖斐川町社会福祉協議会理事会、評議員会が3月27日（水）開催され、平
成25年度事業計画、一般会計及び特別会計予算、定款の一部変更など18議案が上程され、いずれ
も原案のとおり可決されました（別記のとおり）。
※4月1日から開庁時間が変わりまして、8時30分～17時 15分となっております。

平成25年度　社会福祉法人揖斐川町　社会福祉協議会　事業計画・予算　
～みんなの笑顔があふれる「あい」のまちづくり　（たすけあい・ささえあい・ふれあい・きづきあい）～

〈基本方針〉
　揖斐川町社会福祉協議会は、社会福祉法第109条による「地域福祉の推進」の団体として、住民と協働して地
域福祉活動の高揚を図るとともに、福祉サービスを必要とする人々が安心して暮らせるまちづくりを進めます。
　少子高齢化、家族形態の多様化、地域のつながりの希薄化など、人々の暮らしの基盤である地域社会の環境
が大きく変化し、家族や公的制度だけでは解決できない様々な課題が多くあります。このような社会情勢の中、
だれもが住み慣れた地域で安心していきいきと暮らせるため、地域住民が主体となり、ふれあいと結びつきの
輪を広め、地域における助け合い、支え合い社会の構築をめざした地域福祉活動を積極的に推進します。
　法人の運営については、厳しい財政事情の中、収入財源の研究、効率的な予算執行、事務事業の見直しによ
る経費の削減及び本部組織の改革、職員の研修、意識改革、人材の育成、確保など組織基盤を強化し安定した
運営をめざします。
　地域福祉事業は、地域福祉活動計画に基づき、地域住民が中心になって地域の絆、連携を深め、支え合いの
地域社会の構築、地域福祉活動を推進する組織のネットワーク化を支援します。　
　介護保険事業は、「個人の尊厳」を重視し、サービスを利用される方が、心身ともに健やかに育成され、在
宅で自立した生活を営むことができるように、質の高いサービスを提供します。
　上記基本方針に基づき、次の事業を進めます。

平成25年度　一般会計予算　263,755,000円

平成25年度　特別会計「高齢者住宅はなもも」予算　5,472,000円
収入　5,472,000円　　　　　支出　5,472,000円

収入

事務費支出
6.1%

その他の支出 3.7%

予備費 0.5%　　　　　

会費収入 2.8%

寄付金収入 0.1%

補助金収入
20.5%

受託金収入
8.4%

事業利用料収入
0.2%

共同募金
配分金収入 1.7%

介護保険事業収入
49.0%

自立支援費
等収入

2.0%

雑収入 0.1%

利息収入 0.1%

積立預金
取崩収入

7.2%経理区分間
繰入金収入

7.9%

支出

人件費支出
（法人運営・
地域福祉・
受託事業）

 26.5%

人件費支出
（介護保険・
障害福祉

サ－ビス事業）
37.5%

事業費支出
12.9%

助成金支出 1.7%

負担金支出 2.1%

経理区分間
繰入支出

7.9%

固定資産取得支出 1.0%

投資有価証券取得支出 0.1%

収入　263,755,000円　　　　　支出　263,755,000円
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各支所電話番号
谷汲支所（谷汲保健センター内） ☎ 56-3700 久瀬支所（久瀬振興事務所内） ☎ 54-2288
谷汲デイサービスセンター ☎ 56-3630 藤橋支所（藤橋振興事務所内） ☎ 52-2111

シングルシルバーふれあいの家 ☎ 56-3150 坂内支所・坂内デイサービス
センターもみの木 ☎ 53-2662

春日支所・春日デイサービス
センター（かすがモリモリ村内） ☎ 58-0008 高齢者住宅「はなもも」 ☎ 53-0007

～あたたかいこころ～
こころあたたまる寄付をいただき誠にありがとうございました。

【平成25年 3月1日から4月30日まで】

★松井 親夫様（谷汲）････････････････10，000 円

★揖斐川町立北方小学校児童会 ･･･････････5,000 円

★組合立養基小学校児童会 (JRC 委員会 ) ･･･2,218 円

給食サービス（久瀬・藤橋）

給食サービス（谷汲）

給食サービス（坂内）

給食サービス（春日）

6 月 4 日（火）

5 日（水） 

6 日（木）

21 日（金）

6 月・ 7 月の予定

会　費（年額）
★一般会員（個人・世帯）　　　　　　　1 口 ････1，000 円（1 口以上）
★賛助会員（団体・施設・企業等）　　　1 口 ････ 5,000 円

登録を
地域の宝！

社協会費にご理解とご協力を
お願いいたします

　揖斐川町社会福祉協議会では、“すべての町民が安心して暮らすことができる福祉
のまちづくり”をめざして、地域福祉活動に取り組んでいます。社協の事業は、町民
の皆様から寄せられた会費や寄付金、共同募金、行政からの公費補助などによって支
えられています。
　多様化する福祉ニーズに対し、住民一人ひとりが福祉の担い手として地域福祉活動
を推進するため、町民の皆様のご理解とご協力をよろしくお願いいたします。

※一般会費は、各地区行政推進員の方々にご協力をいただきお願いしています。
　（お願いする時期は地域により異なりますので、ご了承ください。）
※賛助会費は、6月～ 7月にかけ各事業所様宛に、お願いのご案内を送付させ
　ていただきますのでよろしくお願いいたします。

平成 25年度

　今年度もボランティアの把握と情
報提供の推進のため、ボランティア登
録を行いますので、登録票の提出にご
協力をお願いします。併せて、ボラン
ティア活動保険も受け付けています。

　福祉のつどいを開催します！笑いながら楽しく体
を動かし、心も体も元気になりましょう！
揖斐地区　6月 21日（金）午前 10時～………………… ……揖斐公民館
北方地区　6月 26日（水）午後 1時 30分～………北方公民館
小島地区　6月……5 日（水）午後 1時 30分～　小島公民館
講 師　小原信子氏（福祉レクリエーションワーカー）
　社協ボランティアの協力による心温まる茶話会もあ
ります。

福祉のつどい開催のお知らせ

皆さん、お誘い合わせてお越しください！！

～どなたでも参加できます～
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